
平成30年 1月

青葉区役所からのお知らせ

動物関係でよくお問い0‐わせをいただく件について知応や連絡先をまとめました。

触れた場合は、きちんと石鹸で手洗いをしま
しょう。
● 病気や怪我をした野生動物 (傷病鳥め
を助けたい場合は、県の事業で動物園などに
持ち込むことで受け入れが出来ることがあり
ます.最寄りの動物園などに電話でご相談
ください。傷病島獣として受け入れできない
動物 (カラス、 ドバト、アライグマ等)も
ありますので、事前に連絡し 受け入れ可否
等の確認をお願いしま丸

ズーラシア  (電話 i059-lC CKl)
野毛山動物園 (電話 :お 11307)
コ ミ動物園  (電話 :7“つ lCXl)

川崎市夢見が埼動物□ ∝ 話 :0■←

“

8-4030
神奈川県自鐸 輌保全センター

(電話 i04●■28 02Xl〉
● ハクビシン等の野生動物から被害
(天丼豪への住みつきや、家庭菜園や鯉
金魚の食害等)を受けた場合、送律上、
許可なくは捕獲出来ませんので、ますは

S■動勤を見つけ■場合は 基本 ||には
手を出さま そっとしておいてください.

■■創浩目動珈国譴へご相談ください。

電話 :“1-3“8
月～金 8時45分から17時イ5分

資源循環局 書葉事務所
電話 :975-O025
月～■ 8時から16時

“

分

嵩葉区役所生活衛生課
電話 1978-2465
月～金 8時45分から17時15分

冬に日本に来る渡り烏の中には、描の病気である農

`ン

フルエン2に感簗している可能性のあるもの
もいます これらの渡り鳥からニワトリなどの家鶏への感簗や被害を防止するため、感染機会の高い野
応である「―部のカモ等の水島 タカ等の猛禽類」の死体があつた場合は、横浜市を通して、神奈川県
へ検査の連絡を行つています (死体の状況、損傷具合や羽数によっては検査を行わない場合もありま
す。)
なお、鳥の病気ですので これまで国内で鳥インフルエンザが野鳥から人に咸墜した事例は報告され
ていません.


